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デミーは真理を追究する学会ではなく、同じ志

で行動する専門家の集まりだということであり

ます。会員相互が同じ目標に向かって共同して

行動することが基本だと思います。これにより、

世間からの信頼を勝ち取り、科学的に誤った風

評に対して、勇気を持って是正していく事が州

来ます。原子力、遺伝子操作食料、陪審員の判

断、マスコミの行き過ぎた営業意識など最近日

本工学アカデミーが活躍すべき社会問題が急増

してきております。

三つ目は、日本工学アカデミーは日本を代表す

る非政府組織だということであります。これは反

政府ということではなくて、より高い立場から、

現実的に政府では思考や実行が困難な課題につい

て、１１本工学アカデミーが指導性を発揮して、社

会や政府のために貢献するという意味です。その

ためには、同様の立場にある外国の同志の工学ア

カデミーと協力し、共通の目的を果たす方が得策

であります。その意味で、CAETS、日米、日欧、

東アジアなどの多国間及び二国間の工学アカデミ

ーとの交流は極めて大切で、これに一層力を注い

で行きたいと思います。

少し堅苦しい話となりましたが自己反省をこ

めてⅡ本工学アカデミーの方向を確認させて頂

きました。

会員の皆様には、2008年もご健康に留意され

益々のご発展をされるようにお祈り申し上げま

す。また多くの課題を抱えた日本工学アカデミー

に益々のご指導とご鞭捷を賜りますようにお願い

いたしまして、私の新年のご挨拶と致します。
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済の現実の三つでありま

す。日本工学アカデミーは

この三つの現実と三つの謎

を同時に踏まえて、人類が

生き残るための具体的な知

恵を提供するのが使命だと

思います。

二つ目は、日本工学アカ
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皆さん明けましておめでとうございます。

昨年10月下旬には、日本工学アカデミーは、

四半世紀に一度の日本におけるCAETS総会と国

際シンポジウム「環境と持続的成長」の主催を

2007年CAETS会長の西津潤一名誉会長と共に担

当いたしました。二十数力同より約280名の参加

者がありました。参加各国の協力と好評をえて、

無事成功裡に終了することが出来ました。特に

総会終了と同時に共同声明を満場一致で可決で

きたことは、昨今の微妙で複雑な東西南北の国

際政治情勢を考えますと、幸運であったと思い

ます。ここに献身的なご協力を頂いた皆様方に

厚く御礼を申し上げます。

昨年の新年のご挨拶で、日本は技術立国と共

に投資立国を目指すべきだと申し上げました。

今年は日本経団連会長が「ｕ本は国民総所得を

|･1標とし、１０年以内に所得水準の世界最高を目

標とするように」政府に求めたと報じられてい

ます。今更、悪名の高くなった金融工学科でな

く、投資工学科が設立されてもおかしくないと

ころです。

’二１本工学アカデミーもＦ|本の名誉回復には大

いに貢献しなくてはなりません。そこでこの機

会に日本工学アカデミーの存在理由について、

もう一度三つの角度から反省をこめて考えてみ

たいと思います。

一つＵは、日本工学アカデミーの使命の確認

であります。現在世界には三つの謎があるとさ

れています。宇宙の謎、生命の謎、物質の謎の

三つであります。これらを解明することは人類

にとって極めて重要なことであり、科学アカデ

ミー及び自然科学の学会はこの追究を任務とす

ると思います。一方惟界には三つの現実が存在

します。地球環境の現実、人間社会の現実、経
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ら、「競争と協調」を繰り返し主張されたこと

も特筆に値する。

自動車関係の団体活動については、過去２度

のご叙勲時のご紹介に詳しく述べたので、今同

はその他のご業績について述べさせて頂く。

まず、道路・交通・車両インテリジェント化

推進協議会（ITSJapan）会長をその発足時か

ら現在も継続して務められている。現在地球規

模で問題となっている交通渋滞、交通事故、ひ

いては環境、化石燃料の大量消費といった諸々

の課題に対する解決のために、情報通信技術を

活用し、道路交通の円滑性、快適性、利便性の

向上を図り、よりよい環境保全、事故の軽減を

目指すべきとの強いご意志を示されている。

次に、2005年に愛知県で開催された国際博覧

会「愛・地球博」についてのご業績をご紹介す

る。1995年に「２１世紀万国博覧会全国推進協議

会」の会長に就かれた氏は、2005年の日本開催

に向けて大変努力を重ねられ、1997年の開催決

定後は国内外諸機関、関係部署との折衝に精力

を費やされた。2005年３月の開会後は博覧会テ

ーマの「自然の叡智」の理念を世界に発信する

べく大いにご努力された。今回の博覧会は、従

来の国威発揚型と異なり、地球的規模の課題の

解決に貢献すべ<、テーマの重視と持続可能な

社会の実現に向けての博覧会であったのは、氏

のご功績である。

その他、機械振興協会会長、ＷBCSD（持続

可能な発展のための世界経済人会議副会長)、

発明協会会長、と要職を歴任された。また、氏

は日本の競争力の源泉は製造業の現場にあると

の考えのもと、理論重視から物をつくるという

基本的技能を基盤に据え、そこに科学・技術の

知識やマネージメントを加えることで創造的な

技術者を送り出すべきであるとの信念から、も

のつくり大学の設立にご尽力された。

今後とも、アカデミー会員に対してご指導、

ご鞭捲くださるようお願いして、ご業績のご紹

介を終える。
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;ず特集2007年秋の会員の叙勲.顕彰；、､飛飛，
桐花プﾋ綬章受章の豊田章一郎会員のご業績

2007年秋の叙勲で、豊田章一郎会員が勲一等

旭日大綬章より昇叙され、桐花大綬章を受章さ

れた。まことに喜ばしい限りで、心よりお祝い

申しあげたい。今更、ご紹介するまでも無く、

同氏はトヨタグループの総帥としてその発展を

リードされただけで無く、日本経団連会長とし

て、世界経済の変動期にあって、我が国、経済

界の構造改革への着手・推進､産業基盤の整備、

人材育成の強化を強力に推進することを提言さ

れ、２１世紀に向けて「魅力ある日本一創造への

責任」という我が国、経済社会のあるべき将来

像とその実現のための課題を示され、率先垂範

して活動をされたことは記憶に新しいところで

ある。

ご在任中に、税制改革、商法改正等に積極的

に取り組まれたことはもちろん、成長基盤の確

立のために、新産業・新事業創出に向けての諸

施策の提言、情報化の推進、科学技術の推進、

そのための人材育成、さらには、地球温暖化対

策への取り組み、エネルギー対策に対･する建議

などそのご業績は枚挙にいとまがない｡さらに、

国際の面では、自由貿易の維持・発展の観点か
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瑞宝大綬章受章の熊谷信昭会員のご業績

会長中原恒雄／応UﾉVEOMlKAHARA

光波帯にいたる電磁波の広汎な応用分野に亘

り、先駆的・独創的研究を展開して、今日、電

磁波工学とよばれている重要な工学の分野の学

問・技術の確立に大きく貢献されました。また、

長年に亘り我が国の高等教育の充実・発展と後

進の指導・育成に力を尽くされ、幾多有為の人

材を世に送り出されました。

一方、先生は、郵政省電気通信技術審議会委

員、文部省大学設置・学校法人審議会委員、国

土審議会委員、総務省独立行政法人評価委員会

委員長、科学技術振興機構運営会議会長、電子

情報通信学会会長、日本放送協会放送技術審議

会委員など幅広い分野のご要職を歴任され、ま

た、大阪府教育委員会委員長、大阪府総合計画

審議会会長、大阪市総合計画霧議会会長、兵庫

県科学技術会議会長、原子力安全システム研究

所社長・所長など数々の公職を務められました。

このような先生の数々のご業績に対して、こ

れまでに日本I玉I政府や|刊内外の権威ある学協会

から多くの賞が贈られており、平成９年には日

本学士院賞、平成11年には文化功労者顕彰など

数々の栄誉が与えられています。この度、その

集大成として瑞宝大綬章を受章されましたこと

は、当然のことながら、誠におめでたく、会員

の皆様と共に心からお祝いLl-Iし上げる次第であ

ります。

先生は40年'位前から約１０年にわたり、関西地

区情報関係の産学官の懇談会「太閤会」を結成

し、筆者と二人でこのr1.核をつとめ、関西地区

の情報通信分野の広い人脈を形成してこられま

した。「太閤会」はかつて||本経済新聞の交友

抄にも紹介されたことがありますが、この人脈

は、日本政府の数々の|ﾖ1家プロジェクトの関西

における展開、世界最大の米国電気電子学会

(IEEE）の日本における活動など理想的な産学

協力に役立ってきました。

ここに先生の瑞宝大綬章ご受章にいたるご業

績の一端をご紹介して、Ｈ本工学アカデミー会

員一同の祝意を表したいと思います。
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2007年度秋の叙勲で、Ｈ本工学アカデミー会

員の熊谷信昭先生が瑞宝大綬章を受章されまし

た。ここに熊谷先生のこれまでのご業績の一端

を、願いたします。

先生は昭和28年に大阪大学工学部（旧制）通

信工学科をご卒業になり、同．大学大学院（旧制）

特別研究生、カリフォルニア大学電子工学研究

所上級研究員などを経て昭和35年大阪大学工学

部通信工学科助教授となり、昭和46年同教授に

昇,任されました。その後、工学部長などの要職

を歴任され、昭和60年8)l大阪大学総長に就任

されました。さらに、平成５年には科学技術会

議（現総合科学技術会議）議員に任ぜられ、科

学技術基本法、科学技術基本計画の策定に参画

されるなど、わが同の科学技術の振興に大きな

貢献をされました。平成16年からは兵庫県立大

学の初代学長として現在も大学の管理・運営に

たずさわっておられます。

また、先生は、一貫して電磁波論とその工学

的応用に関する研究を推進され、世界に先駆け

て相対論的電磁波論に関する一連の研究を創始

するなど新しい電磁波論の開拓に主導的役割を

果たされるとともに、マイクロ波、ミリ波から
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国武豊喜先生が文化功労者顕彰をお受けになりました

理事松藤泰典／),HAS(ﾉﾉvoR/ＭＡ耐(ﾉFu〃

うな分子組織体について、生体脂質に関連しな

い人工物質から、安定な二分子膜が形成される

ことを世界で最初に示され、現代化学の最も重

要な領域である分子組織化学を開拓するなど斯

学の発展に多大な貢献されました。

その後、固体表面における新しい分子組織形

成手法の開拓に取り組まれ、重合吸着法、重合

エピタキシー法、表而ゾルゲル法などの新しい

高分子膜の作成手法を開発し、これらは先端材

料設計のための基盤技術として各方面で応用さ

れています。

以上、ご紹介しましたように、有機合成化学、

高分子化学と物理化学を駆使し、卓抜な着想と

豊かな独創性を持って、「分子組織化学」と呼

ぶべき化学の新天地を開拓されました。

「分子の自己組織化」の重要性は、今や世界

中で受け入れられ、現代科学の最重要な概念の

ひとつとなり、700に達する論文など、その卓

越した業績は国際的に大きなインパクトを与え

るとともに、世界中の研究動向に決定的影響を

与えています。

１１t界的に注|:1される人工細胞膜の合成に関す

る研究をはじめとする、先生の長年にわたるこ

のような研究業績は､高分子学会賞(昭和53年)、

日本化学会賞（平成２年)、久留米市文化章

(平成４年)、向井賞（平成８年)、紫綬褒章

(平成１１年)、高分子科学功績賞（平成１１年)、

'1本学士院賞（平成１３年)、産学官連携功労者

表彰文部科学大臣賞（平成13年）などの輝かし

い受賞となり、今回の文化功労者顕彰へとつな

がったものでございます。

このような卓越した業績の源は、先生の斬新

な発想力、行動力と指導力（包容力・人間的な

魅力）にあることは皆様が等しくお認めになる

ところであろうと存じますが、個人的には、加

えて、奥様、広子様のお力も余りあるものと拝

察し、お慶び申し上げる次第です。先生のます

ますのご活躍とご健勝を祈念して、ご紹介とさ

せていただきます。
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日本工学アカデミー会員の園武豊喜先生が文

化功労者顕彰をお受けになりました。蕊にその

ことをご報告し、お慶び申し上げます。

画武先生は、昭和11年に久留米でお生まれに

なりました。九州大学工学部応用化学科を卒業

され、ペンシルバニア大学大学院化学専攻雲博士

課程修了、学位を取得しておられます。

昭和38年九州大学工学部助教授、昭和49年

九州大学工学部教授を経て、平成４年から平成

６年まで、九州大学工学部長・大学院工学研究

科長を務められました。

平成１１年九州大学名誉教授をお受けになると

同時に、北九州大学教授に着任され、北九州市

立大学国際環境工学部の開設に準備室長として

取り組まれました。平成13年国際環境工学部開

設後はひびきの担当の副学長として、国際環境

工学部の今日を築き上げていただきました。

園武先生は、多年にわたる高分子化学・分

子組織化学の研究で、多大な業績を挙げられ

ました。

従来、特殊な分子椛造を持つ生体脂質によっ

てのみ得られると考えられていた、生体膜のよ

EAJNEWSNo,1202008.24
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鰯 日本工学アカデミー／科学技術振興機構共催特別講演会

トヨタ自動車株式会社取締役名誉会長豊田章

一郎氏（EAJ会員）を講師にお招きし、「自動

車と共に半世紀」と題して、日本工学アカデミ

ーと科学技術振興機構ＪＳＴイノベーションプ

ラザ東海との共催で特別講演会を開催した。中

原恒雄会長、隈部英一専務理事、小林敏雄理事

ほかも参加され、産官学からの参加者総数は

150箱を超える盛況であった。

開催日：

会場：

演題：

2007年１１月191コ（月）

名古屋ホテルルブラ王山

自動車と共に半世紀

理事の原邦彦（筆者）の総合司会のもと、中

原恒雄EAJ会長ならびに小原満穂JST審議役の

おこ方のご挨拶につづいて幾ｍ章一郎氏の講演

に移った。講演要旨は以下のとおり。

トヨタ自動車は本年11月に創立70周年を迎え

た。今日までの70年間、以下に述べる４つのこ

とを信念にトヨタの基盤づくりに努力してきた。

①現地･現物のモノづくり

1955年初代クラウンを輪川した。故障続出で

あった。しかし、ここからお客様第一主義と現

地現物主義の大切さを学んだ。

②品質は工程で作りこむ

検査ではモノはよくならない。作っている人

がその気にならなければ品質は決してよくなら

ない。

③コストの大切さ

価格は市場が決めるものである。決められた

価格の中で、みずからの原価低減活動によって

利潤を生み出さなければいけない。そのために

は決めの細かい生産方式の改善が必要。この活

動からトヨタ生産方式が生まれた。

④モノづくりは人づくり

実際に手を油で汚し、現場の経験を積み、自

分の問題として捉えてはじめて本物の力がつ

く。この愚直なモノづくりの実践によって人が

育った。

』ｰ‐「.~． 画画窟回ロ

'〃ﾉＫＯ〃Ａﾉ?Ａ理事原邦彦／ﾉｗＭ

また、ようやく欧米メーカーと太刀打ちでき

るようになったが、その要因としては技術革新

への挑戦と国際化の推進の２つがあげられる。

その１．新たな技術革新への挑戦

厳しい'978年排気ガス規制をクリアするため

に、触媒方式や新材料の採用、希薄燃焼の研究、

エレクトロニクスの積極的導入による統合制御

など多くの技術革新に挑戦した。ガスタービン

や電池の研究にも取り組んだ。これが世界初の

量産ハイブリッド乗用車プリウスにつながった。

もう一つ、セルシオの開発が大きなステップ

アップになった。後のレクサスとなって世界中

からのご好評が得られ、一流のカーメーカーと

して認められる大きな要因となった。今後、さ

らに謙虚な気持ちで一層努力したい。

その２事業の国際化への挑戦

完成車自主規制がきっかけとなって現地化へ

の対応を早めた。

1983年ＧＭとの合弁でカリフォルニア州に

NＵＭＭＩ（NewUnitedMotorManufacturing，

Inc）を立ち上げた。この成功がその後の世界

展開に大きな経験となって活かされた。ここで、

｢暗黙知の形式知化」と「競争と協調」の考え

方が大切であることを学んだ。今Ｈ、世界26カ

国で56の拠点を構えられるまでになった。現地

から愛される企業でありたい。

将来に向けて一科学技術創造立国'1本

深刻化する地球規模の環境改善にむけて、生

産様式や行動様式を変え最善の努力をすること

が世界から尊敬される国になる唯一の道ではな

いか。

特にエネルギー問題についてはあらゆる可能

性に挑戦していくべきである。ＩＴＥＲ（国際熱

核融合実‘験炉）誘致はフランスに決まったが、

核融合の研究は50年かかろうが100年かかろう

が研究を続けなければいけない。｜_|本も是非リ

ーダーシップを発揮し、世界が一致協力して取

り組むべき問題である。

知識こそ無尽蔵の資源と考え、産官学の一致

協力が必要である。
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なお講演会の後、約１００名の参加者で懇親会

がもたれた。豊田章一郎氏も参加されて有意義

な情報交換と懇親の場となった。

■

】Ⅲ

Ⅱ
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』
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日

－ー

騒騒‘

繍議職識零

,鳶

関西．近隣地区講演会「安全と共生の原子力」

度重なる事故や不祥事で原子力に対する世間

一般の信頼低下は否めないが、原子力は地球温

暖化対策の観点からも将来にわたってエネルギ

ー資源として重要な役割を果たして行かなけれ

ばならない。ところが原子力発電所は都市から

離れたところに立地されており、その一方で原

子力技術者を供給する大学は消費地の都市部に

ある。しかし近年、関西圏の電力の約半分を供

給している福井県では、福井大学に原子力・エ

ネルギー安全工学専攻が、また福井工業大学に

は原子力応用技術工学科が設けられ、県のエネ

ルギー研究開発拠点化計画に呼応した技術者の

育成が始まっている。

角山茂章会員

福井大学は、敦

賀市で平成19年１１

月１６．１７の両日「安

全と共生の原子力

人材充実セミナー」

を開催したが、そ

の一部であるプレ

ナリーセッション

を標記の講演会（一

般にも公開）として

１１月１６日の午前、

EAJ・福井大学・関

同で主催した。識演

・関西原子力懇談会の３者の共

講演は、EAJ理事で会津大学学
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関西地区担当理事西原英晃／f"DEA
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灯ﾉＷＳ〃ＩＨＡＲＡ

１Ｍ

長角山茂章氏によ

る「原子力の共生

と安全」と㈱社会

安全研究所取締役

首藤由紀氏による

｢リスク管理におけ

るヒューマンファ

クターズ」の二つ

で、それぞれご専

門の立場から耐･震ｌＪｖノーLムＪヅガ〃-つllUJ』云こ 首藤由紀氏

問題などのホット

な話題を交え、また活発な質疑応答を含めて、

約70名の聴衆に対して行われた。

引き続くセミナーでは、４つのセッション

｢原子力の安全と共生の現場から（原子力緊急

時支援研修センター福井支所の見学を含む)｣、

｢原子力の安全学｣、「原子力の共生学｣、「原子

力の安全と共生のための教授人材像」が開かれ

た。これらのセッションにも４名のEAJ会員が

講師や座長などで登壇し、２日間を通して１０名

を超える会員が出席した。１６日夜開かれた夕食

会では、隈部英一専務理事が１０月に開催された

CAETSConvocationのテーマ“Ｅnvironment

andSustainableGrowth”にも触れて乾杯の挨

拶をされ、この地区での日本工学アカデミーの

知名度の向上にも寄与したと思う。

涙逗、

視亀､
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鶏 北海道。東北地区講演会。意見交換会

北海道・東北地

区講演会は、平成

１９年１２月１５日（土)、

東北大学金属材料

研究所２号館講堂

を会場にして開催

された。

東京大学名誉教

授でもったいない

学会会長の石井吉二子-云そ云冒Eごｖノノロブーｒ両 石井吉徳会員

徳氏（ＥＡＪ会員）

を講師に招いて、『石油ピークは来た－川壊を

回避する「日本のプランＢ｣』と題する特別講

演会を開催した。聴衆はF1本工学アカデミー会

員24名のほか、参加を呼び掛けた在仙大学、高

専、高校教員等含めて35名であった。

開会に先立ち、西津潤一日本工学アカデミー

名誉会長が、地球温暖化はＣＯ２由来であること

を石井先生が先鞭をつけたことの紹介などをし

て、工学は人類の平和に貢献すべきであると、

また東北大学総長の井上明久会員からは東北大

の将来への目標達成には日本工学アカデミーの

協力が是非必要であるとの挨拶を頂いた。

ご講演では、講師の石井先生ご自身が、

Ｂ＆Ｔブックスとして日刊工業新聞社から最近

出版された、演題と同名の著書の内容を紹介し

て下さった。その内容は、ローマ帝国や、マヤ

文明がエネルギー効率（EPR）の低下が原因で

崩壊した歴史的な事実等を紹介しながら、『も

う来ている「石油ピーク｣｣|、「そして石油を代

替するエネルギーなどない』、『石油ピークは農

業ピークであり、文明ピークである』、『洞油ピ

ークと経済と国際力学』、『文明崩壊をIpI避する

ための自然との共存』、『２１世紀の「日本のプラ

ンＢ」を考える』という現代文明への警鐘を鳴

らすものであり、ＥＰＲを｜|本工学アカデミーか

ら世の中に発言すべきであるという大変示唆に

富むものであった。ご講演後、西淫先生ほか多

数の聴衆から活発なご意見が述べられて予定時

間を超過して盛会裏に終ｒした。

－１１牙ｌｌＩＩｌｌｐＩｌ４ＩＩｐ

日野光Ｘ;／Ｍ/7ＦＵＺ４ＫＡＨＩｊＶＯ

意見交換会

引き続き、「大学･筒専での工学教育への新た

な取り組み」と題して、最近の工学教育に関す

る意見交換会が行われた。パネラーは、東北工

業大学副学長の津閑康次氏と、宮城工業高等専

門学校・仙台電波工業高等専門学校校長の宮城

光信会員であった。樺田先生は、高校生の理工

系離れの現状を解説され、学生に授業するには

一方的に講義するのではなく、学生と講義のル

ール作りを一緒に行って、参加意識を持たせる

よう従来の講義を作り直す必要性や、地域大学

が市比と話し合って技術と大学のあり方を一緒

に考え､経営工学科を新たに設立した経緯など、

｢東北工大での新学部設立」についてご紹介下

さった。宮城先生は、高専設立の歴史と変遷、

高専を取り巻く環境の変化、今後の国立高専の

整備の必要性を述べられ、「高専の再編統合」

についてご紹介下さった。その後聴衆との意見

交換が行われ、三菱電機社友の岡久雄会員、元

東北大学総長の阿部博之会員から工学部離れが

如何に深刻であるか、優秀な生徒の多くが医学

部へ移行しているという紹介があった。また東

北大学大学院工学研究科副研究科長の佐藤正明

会員、宮城先生、釧路工業高等専門学校校長の

岸浪建史会員から特に電気系離れが顕著である

現状の報告があった。その原因は、子供たちは

工学には興味を持っているが、小･中学校の先

生方が工学に興味を持っておらず、大勢の先生

方が教育学部卒で、理工系学部出身の先生方が

極少数であることではないかとみやぎ産業振興

機榊理事長の四ツ柳隆夫会員から意見が述べら

れた。これに対し、多くの先生方から、高専・

大学では小･中学に出向いて先生方に工学部へ

志望するよう働きかけている対策の紹介があっ

た。しかし、地方大学の工学部を卒業しても地

元に企業がないので、どうしても工学部志望が

減少する傾向にあるという紹介があり、津田先

生、岡氏ほかから、ロ本は「量より質」の高度

情報化社会に突入したので、これからは東京中

心の社会である必要はなく、分散化社会でよい。

また、工学は人間から見てどうして必要かとい
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うことを教育目標にすべきとの提案なされた。

仙台応用情報学研究振興財団理事長の野口正一

会員、山形大学教授の小山清人氏、岩手大学教

授の船崎健一会員、四ツ柳先生、東北工業大学

教授の佐藤繁氏ならびに織原彦之丞氏から、こ

のために地方に産業を誘致する必要性が強調さ

れ、さらに大学教育は単なる人材育成だけでは

駄目で、大学教育に社会が要請している事に大

学があまりにも音痴過ぎる、また中・高校生が

大学に期待していることが大学の教育現状とあ

まりにも違い過ぎるという指摘があった。従っ

て、これからは大学のカリキュラムを、社会と

融合して、社会や学生が直接参加して一緒に育

てる必要があるということで意見が一致した。

会議（EA-RTM）

．Ｉ■■画”睦両Ｅ

昨年９月26日から28日にかけて、北京市内の':ｌ－ｌ国工程院会議室で開催された、第１１回ＥＡ=RTMと併

催シンポジウムについて、その出席報告をＥＡＪＮＥＷＳＮｏ,119（１２月発行）で報告した。今号ではシ
ンポジウムの４つのセッションについて参加者から報告する（講演順)。

｢JapaneseWayofEngineeringEducation-AHistoricalView」

上野晴樹／ﾉｯARU灯ＵＥ/vｏ

第１セッションCultivationofEngineermgTalentsにて、「JapaneseWayofEngineering
Education‐AHistoricalView」と題して識漁した。内容は、１８世紀初頭に英国で始まった近代工学

の脳史の概観と、我が国の工学の起源が明治初期に英国から招聡されたHenryDyerによる理想的工
学教育の理念に基づくものであること、またEngineeringが「工学」と訳されたことによって学問と
して確立されたことから、世界に冠たる工学教育が根付き、多くの優秀な技術者が育成され、我が国

の産業の驚異的発展をもたらしたという考察を、英阿のエンジニアリング教育の失敗と対比させて分
析した。時間外で、韓国の工学教育も我が国と同じ理念に基づいているというコメントを受けた。中
国では「工程」と訳されているが教育理念はほぼ同様であるという意見であった。また、我が国では

｢技術は人なり」という思想教育が行われているが、中韓では人を育てるという視点が薄弱であると
いう印象を受けた。ＥＡ－ＲＴＭが拡大されればシンポジウムも更に発展することが期待される。

｢イノベーションの技術経営とグローバル経済の課題」

依田直也／MIoxAyoDA

「世界経済の勝者の条件は、事業発展を左右するイノベーションによる技術開発に依存する｡」筆者
はこれまでに、淡路島や東京会議などの東アジアエ学アカデミー円卓会議の討議に参加した。

今|可、１１－１国の北京会議第２セッションInnovationCooperationで講演する機会に恵まれ、光栄に思
っている。筆者は「Stokes理論と用途マトリックス関係図」を基盤とし、新規機能材料のイノベーシ
ョンによる産学連携の成果を講演した。

第１に、ナノ・アロイ微細分散テクノロジーによる最新ブレンド技術の新規エンジニアリング樹脂

の開発事例を発表した。産学連携ＭＯＴによる精密成型プロセスを見出し、情報産業、自動車部材な
ど環境にやさしい新製品開発（プラスチック）の事例を紹介した。第２に、産学連携プロジェクトの
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｢持続的イノベーションのための八イブリツド経営一
イノベーション｡エコシステムにおける「東」「西｣の融合」

｢BeyondtheUbiquitousNetworkSociety」

研究により名古屋大学の青色ダイオードの発見と、大学発ベンチャー起業のイノベーションの成功事例

を披露した。東海地区の地域ぐるみの産学連携の成果を生かし、ＭＯＴ特許出願システムを確立した。

第３に、最近10年の日本企業の技術移転実績として、中国の優秀な生産技術エンジニアの人材育成に

貢献している現地の人材育成の成果を指摘した。今回の北京会議に備えて、筆者は10年間生産実績の
ある上海の東レ繊維原糸原綿・紡織加工一貫工場と現地の東レ繊維研究所の実績を調査した。

この間の現地人材の育成により、３０代の優秀な中国のコンピュータ技術者が育っている。日中共同

の現場の人材育成プロジェクトが注目されている。日本の生産技術が相手国の人材育成と国際貢献に
広く寄与している実績を指摘した。

土井美和子／ＭﾉｗＡＫｏＤｏ／

第３セッションInnovationDesign(Technologylnnovation)にて、BeyondtheUbiquitousNetwork

Societyと題して発表を行った。ユビキタスネットワーク社会でのヒューマンインタフェースデザイ
ンの観点から、情報空間と物理空間の境界の突破と、センシングデータからの知識獲得が、イノベー
ションへのアプローチの一つであることを述べた。

小職が述べた生活者から発信する新しい知識サーキュレーションは野中郁次郎モデルと近いのでは

ないかという質問をいただいた。確かに暗黙知は、知識やプロセスを共有するという点は類似してい

るが、ネットワークを介しての共有・サーキユレーシヨンになっている点が異なっている。また、題

名のbeyondの意味を''11われたが、それは、再構築という意味で使っていることをお答えした。
企業から現場でやっていることをまとめての発表であったが、真塾な質問をいただき、これを励み

にさらに精進したい。

、
一Ｆ
睦
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第４セッションManagementofTechnologyにて講演した。日本は多くのハンディキャップにもか
かわらず、持続的成長を享受してきた。これは、６０年代の労働制約’７０年代のエネルギー制約の克服

に見られるように技術による成長制約の代替に負うものであり、これをばねとしてイノベーションを

誘発してきた。このようにして日本は、イノベーションとインステイテューションとの精妙な共進化

のダイナミズムを構築した。

このダイナミズムは、９０年代に崩壊してロストデイケードをかこつことになったが、今世紀初めに

なって復調の兆しを見せるに至った。これは、工業社会時に培った固有の強み（｢東｣）とデジタルエ

コノミーからの学習成果（｢西｣）の融合を実現したハイブリッド経営によるものである。

以上に見る日本の成功と失敗は、各国工学アカデミーに、それぞれの強みとパートナーの強みの融
合をねらいとした、国際視点に立脚したハイブリッド経営の重要性を示唆するものである。

『裏



鯵 CAETS2007TOKYOシンポジウム「環境と持続的成長」
ＩＩ１面函画伽『■

昨年10月23日から26日にかけて、約280名の参加のもと、東京。京王プラザホテルで開催された、

日本工学アカデミー主催による第１７回CAETSConvocationについて、その概要をＥＡＪＮＥＷＳＮＱｌｌ９
(１２月発行）で報告した。今号ではシンポジウムの基調講演。セッション１，２，３．クロージング
セッションの詳細をプロシーディングス編集委員から報告する。

なお本シンポジウムのプロシーデイングスをご希望の方には有料で４月以降お譲り致しますのでア
カデミー事務局までお問い合わせ下さい。

2007年１０月23日午前

[基調講演］

今井秀孝

オープニングセレモニーに続いて、広中和

歌子氏（参議院議員、元環境庁長官）と茅陽

一氏（地球環境産業技術研究機構副理事長、

地球環境産業技術研究所長）のおこ方からの

基調講淡がなされた（司会は巾原恒雄EAJ会
長)。

広中氏は、政治家としての活動経験をもと

に、’二|本の公害問題及び世界の環境問題の歴

史を振り返って考察し、環境政策のあり方、

技術の役割、環境に関連する国際条約の重要

性について言及した。そして、Ｈ本はこれま

での経験を生かして世界の環境政策における

指導力を発揮すべきであることを強調した。

これらを総括して最後は地球憲章（Earth

Charter）にある、次の内容で締めくくった。

｢限られた資源しか持たない地球の環境は、人

デマー王一一曲且杢呈B2＝壷Pｑ４－､－－＝一事一・・画卜勺｡!咽一一ﾏー Ｆー三面=＝可Ｔ『竜可 Lq守再d序Ｒ…＝胃

広中和歌子氏
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類全体にとって共通の関心事である。地球の

生命力、多様性とその美しさを保護すること

は、人類に課せられた神聖な義務である｡」

茅氏は、ローマクラブの報告「成長の限界

(TheLimittoGrowth)」を紹介しつつ、持続

的成長の社会を実現するためには、エネルギ

ー源の脱炭素化が鍵であり、現在の技術と共

に改革可能な技術の長期的運用を促進すべき

ことを紹介した。具体的には、予測も含めた

資源、食糧、工業生産に対する人口や汚染の

1900年から2100年までの時系列的変化を量的

に捉えて、ゼロ成長の政策は悪化の速度を低

減するのみという考察を加えた。そして、エ

ネルギー源の脱炭素化の方策として、エネル

ギー保護策の定常的運用、エネルギーの再利

用と新技術の開発、炭素の隔離・貯蔵技術の

開発をあげた。

q~＝守容~いも吐届一一

典鎚堂。
茅陽一氏

練■句､

鐸、



2007年１０月24日午前

[セッション２：

限界拡大のための技術的可能性］

鈴木浩

ＭＩＴの名誉学長で米国工学アカデミー会長

のCharlesM,Vest氏と東京大学の山地憲治氏

の共同座長のもと、エネルギー環境技術の先

端分野について講演と質疑が行われた。

アルバータエネルギー研究所のEddylsaacs

氏はカナダのオイルサンドについて、採掘・

精製技術、生産規模と今後の見通し、CO2排出

抑制などの環境保全技術について最新の情報

を報告した。

ノルウェー科学技術大学のMay-BrittHagg

氏は膜分離技術開発の最新動向とエネルギー

環境問題への産業的な応用について講演した。

膜分離技術は物理プロセスであり、省エネで

環境適合性も高い。

大同工業大学の灘岡昭氏は人工衛星や海洋

調査、海洋底掘削などによる総合的な地球観

測システムについて講演した。国際協力によ

って地上や海洋を対象とした地球観測体制が

整怖されつつあり、地球洞.暖化の解明などに

役立っている。

筑波大学の内山洋司氏はエネルギー供給技

術のライフサイクル評価について、方法論と

ともに具体的な評価結果を報告した。原子力

発電はプラント建設や燃料サイクルでの間接

的なCO2排出を考慮しても火力発電と較べて充

分排出が小さいことなどの説明があった。

元エクソンモーピルリサーチエンジニアリ

ング社のMichaelRRamage氏は石炭のクリー

ン利用とバイオ燃料および太陽電池の最新技

術動向について講演した。CO2IplI収貯留付きの

石炭のガス化発電によって地球温暖化に対処

しつつ有効利用できることなどを示した。

フランス原子力庁のPhillippePradel氏は、

原子力ルネッサンスの動きを紹介し、原子力

の将来について講演した。新技術を紹介し、

コスト競争力があり安全で核拡散防止を実現

する原子力技術の必要性、地球温暖化対策と

しての原子力の重要な役割を強調した。

芦
性

『桑
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2007年10jj23n午後

[セッションｌ：地球全体の環境問題］

伊雲藤純雄

RobinBatterham氏（リオテイント社チーフ

テクノロジスト、オーストラリアエ学アカデ

ミー会長）と西岡秀三氏（国立環境研究所参

与）を座長として、６名のスピーカと２名の

コメンテータによるプレゼンテーションとデ

ィスカッションが行われた。

海洋研究開発機構の松野太郎氏は、ＧＨＧ

(温室効果ガス)の増加による気候変動を地球シ

ミュレータで予測を行った結果を報告された。

インターナショナルパワー社のJohnRoberts

氏は、将来のエネルギーについて、再生可能

なエネルギーが進歩するも、石油は将来に渡

って主要なエネルギーであると報告された。

ベルリンエ科大学のBemdHillemeier氏は、

ＧＨＧの低減に有効な環境技術の総括を述べ、

これらがいかに役立つかを報告された。

清華大学のＱｉａｎＹｉ氏は、中国の急成長に対

応する環境保全は従来のやり方は適応できず、

新しい手法が必要である事を報告された。

ＣＨ２ＭＨｉｌｌ社のGlenT､Daigger氏は、米国

では環境保護のために種々の規制を行ってき

たが、環境変化のほうが急であり、遅れてし

まった。今後気候変動とエネルギー問題に対

して積極的に取り組んでいくと報告された。

チャルマーズエ科大学のTorKihlman氏は、

騒音は環境問題の中で大きな'位置を占める。

現在の騒音規制と好ましい都市環境とは大き

くずれており、騒音低減技術の開発は重要と

報告された。

クロアチアエ学アカデミー会長のZlatko

Kniewald氏は、ＥＵメンバーの候補としてのク

ロアチアのエネルギー部門には、加盟交渉に

おいて種々の要請がなされているというクロ

アチアの現在のエネルギー事情を報告された。

首都大学東京の三上岳彦氏は、東京のヒート

アイランド現象による気温上昇が100年で３度

も上昇し、世界的な気温.上昇よりも４'倍も早

い事を報告された。

講演はその分野の第一人者からの発表であ

り、聴講者にとっても現在の課題、最新の状

況を把握することができ、大変有茶であった。



2007年10月24日午後

[セッション３：持続的成長へのシナリオ］

三原真一

７名のスピーカと１名のコメンテータから

プレゼンテーションがあり、フロアからの質

問を交えて活発な意見交換が行われた。座長

は東京大学生産技術研究所教授の山本良一氏

とフランスエ学アカデミー会長のFran9ois

Guinot氏が務めた。

プレゼンテーションのトップを切って国連

大学の安井至副学長からはバックキャスティ

ングアプローチの考え方からトップランナー

システムの展開など具体的な提案が行われ、

続いてオランダ環境アセスメント局の研究主

幹で、IPCC第４次評価報告書の取り纏めにあ

たったBertMetz共同議長から報告書の詳細な

内容が紹介された。また、韓国地質資源研究

所のＴａｉＳｕｐＬｅｅ所長からはガスハイドレー

ト、地熱など韓国に於ける４つの重要な技術

プログラムが、スイスエ学アカデミー国際委

員会のArthurRuf委員長とHansHanni事務局

長からはスイスにおけるリサイクル技術と再

生可能エネルギーに関するロードマップの詳

細が紹介された。また、インドのインディラ

ガンジー原子力研究センターのBaldevRajセン

ター長からはインドの原子力エネルギー施策

と技術動向の現状が紹介され、英国・サリー

大学環境戦略センターのRolandClift教授から

は経済成長にはバランスのとれたサプライチ

ェーンが不可欠であることが指摘された。

最後に産業技術総合研究所エネルギー技術

研究部門の赤井誠主幹研究員が全体のまとめ

として、現存の科学技術に基づいた「共通認

識コミュニティづくり」の重要性についてコ

メントされ議論を締めくくった。

EAJNEWSNo､1202008.212

2007年10jj25日午前

[クロージングセッション：ＣＡＥＴＳから世

界に向けての主張］神本正行

AchillesvanCauwenberghe氏（前CAETS

会長）と中原恒雄氏（ＥＡＪ会長）の共同座長

のもと、CAETSの声明に対する様々な観点か

らの発表と議論がなされた。

両鶴潤一氏（CAETS会長）からは、「炭酸

ガス発生防止のための最も経済的で責任ある

方策」として、直流送電による遠隔水力発電

所から消費地への電力供給が提案された。

JohnPBoright氏（インターアカデミーカウ

ンシル）は、持続的発展に関するＩＡＰ

(InterAcademyPanel）とIＡＣ(InterAcademy

Council)の活動状況について報告した。

JohnWZillman氏（オーストラリア鳥1:学ア

カデミー前会長）はＧＣＯＳ(GlobalClimate

ObservingSystem)及びGEOSS（GlobalEarth

ObservationSystemofSystems）を国際協力

のもとに推進すべきと提言した。

北京大学のXiaoyanTang氏が急病でキャン

セルになったため急遼登壇した畑良輔氏（住

友電気工業）は、高温超伝導電力ケーブル開

発の現況と世界的エネルギーネットワーク構

想等について発表し、その可能性についての

質疑応答があった。

PetrZuna氏（チェコエ学アカデミー会長）

は電力と運輸における脱炭素化について発表

した。環境と工学の協力と技術教育が重要で

あるとの提言があり、後者について活発な議

論があった。

RubenBarocioRamirez氏（メキシコエ学ア

カデミーのGerardoFerrando-Bravo会長の代

読）は、京都プロトコルに対するメキシコの

積極的な活動状況について報告した。

GerardvanOortmerssen氏（次期CAETS会

長）は“SustainableProgress'，という題で発

表し、情報通信技術の重要性、精神文化面の

水準向上の重要性を提言した。

最後に中原座長よりシンポジウム全体の取

りまとめとして、発表はいずれも高水準の技

術の裏付けに基づいたものであり、直接、間

接にCAETSの声明に反映されるべきであるこ

とが述べられ、その骨子が紹介された。なお、

声明は１０月26日のＣＡＥＴＳ総会において満場一

致で承認された。

謀顧自、

〆.、



EAJNEWSN０．１２０２００８．２１３

７回日米先端工学(JAFoE）シンポジウム
■■国庫幽麺■同Ｅ

／”cHIK〔"ｗｌβＥ専務理事隈部英一

１１月５Ｈより７日にかけて、米国・カリフォル

ニア州パロアルト・ヒューレッドパッカード社

(HP）研究所にて開催された表記シンポジウム

に参加したので報告する。参加者は日米座長、

スピーカ、一般参加者をはじめ、ＮＡＥ・Ｖｅｓｔ

会長ほか４名、ＪＳＴ・高橋審議役ほか３名、

ＥＡＪ・中原会長、隈部の合計60名であった。

シンポジウムの概要は４つのテーマと１つの

特別テーマの都合５つのセッションで構成され

ていた。以下にその概要を述べる。

①Human-ComputerInteraction

音声によるコンピュータ連続制御装置（米)、

形状デザインの変遷とコンピュータの係わり合

い（日）、過去20年間の人間とコンピュータの

係わりの変化と今後に残された問題（米)、デ

ジタルメデイアアートを創る技術（ロ）、以上

４つのテーマについて発表があった。コンピュ

ータがいまや生活そのものに密接にかかわりあ

いが出てきており、それから離れることはでき

なくなっていることを揃感した。

②BatteryTechnologies

次世代バッテリー技術への挑戦（米)、次世

代リチュームイオンバッテリーの材料（米)、

リチュームイオンバッテリーとその反応時にお

ける電極材料の最近の進歩（日）、以上３つの

発表があった。現状では効率の良さは認められ

るとしても、安全性、コストなど解決すべき問

題はまだ残っている。

③Rocketry／Aerospace

ロケットにおける固体燃料の現状について

(日)、先進ロケットのシミュレーションについ

て（Ｈ)、商用ロケットの勝算（米)、の３発表

があった。燃料に対する研究は十分進んでいる

ように思えたが、信頼性、コスト、等解決すべ

き問題はまだ相当にあるようだし､技術開発と、

軍川、商用とのせめぎ合いが今後の討議の中心

かと思われた。

④Next-GenerationDataCenters

（ＨＰより提案のあった特別テーマ）

データ・センタの環境制御の現状について

(米)、データ・センタの自律制御とその管理方

針の検証について（日）、の２つの発表であっ

た。データ・センタ自体よりその整備保守に気

を配る技術に向っている。その現れが室内の空

調、ラックの温度制御に対する技術開発に目を

向けている。

⑤MateriaIforMedicine

心臓血管疾患のためのＤＮＡ治療（日）、ナノ

テクを利用した細胞シートエ学による再生医療

(|･1)、軟骨再生のための新技術・患者と市場の

ための研究の将来予測（米)、人体の組織工学

の進歩（米）が発表された。不治の病と言われ

てきた血管損傷による壊値、心筋梗塞と言った

疾患に対する積極的な治療薬、手術後の傷口治

療のために同一ＤＮＡによる人工薄膜を貼付す

る技術、更には倫理上の問題も内包する患者と

周|刑との関係に対する今後の課題と言った幅広

い発表が行われた。

なお、ポスター・プレゼンテーションの日本

側の受賞者は首都大学東京・串山久美子教授だ

ったことを付記する。

〔
Ｌ

ｒ亀
口

hＬ

ＶｅｓｔＮＡＥ会長

EnQ

本シンポジウムには、次世代リーダーの活躍

を願って、日本工学アカデミーの賛助会員企業

からも毎年多数の参加者を推薦していただいて

おります。限られた推薦枠ではありますが、若

手育成の為の貴重な機会として、活用してくだ

されば幸いです。

以下に、参加者５名から寄せられた感想をご

紹介します。

iｉ

＃
刊

中原EAJ会長



霧
F|産自動車㈱電子・電動要素開発本部′佐藤

この度は第７回日米先端工学シンポジウムに参加させて頂きありがとうござい

ました｡今回の５つのテーマのうち、私の専門分野と関係しているのは電池技術

のテーマでありました。昨今の省エネ・環境対策で自動車の電動化にも脚光が当

りつつあり、日々その重圧を感じておるのですが、発表者の皆様の最新技術の話

は非常に参考になりました。

'ウムの狙いである異業種交流という点では、再生医療分野の話やロケット技術のまた、本シンポジウムの狙いである異業種交流という点では、再生医療分野の話やロケット技術の

話が大変新鮮で興味深いものでした。医療についてはまったくの異分野であり、内容についてはあま

り深く理解するところまではいきませんでしたが、特許での苦労話など、共通する部分も多くあるの

だなと感じました。ロケット技術では、シミュレーションなどを駆使して燃焼現象を解明する点など

が、電極反応の解析に通じるものがあると感じました。今後はこの経験を活かせるよう、日々アンテ

ナを高くして精進してまいりたいと思います。鹸後になりましたが、このような素晴らしい機会を与

えてくださいました、日本工学アカデミー、科学技術振興機構の皆様に感謝いたしますと共に、日米

先端工学シンポジウムの播々のご発展を期待いたします。

㈱富士通j研究所IＴシステム研究所槌本裕一

第７回日米先端工学シンポジウムに参加させて頂きました。私の専門は分散コン

ピューティングで、今ＩＤ|のテーマの一つであるデータセンタに少し関連しています

が、その他の分野はまったく素人ですので、はじめは議論に参加できるか不安でし

た。参加してみると、やはり言語の壁より分野の壁の方が大きかったのですが、最

先端の方々の発表・質疑はとても刺激的で、３１_|間を興奮して過ごすことができま

した。また、私は今までアカデミックな世界とはあまり縁がなかったので、皆さんから、世界の科学

に対してどう貢献しているのかで物事を評価するという姿勢を感じ、新鮮でした。自分の仕事に対し

ても、様々なヒントを得ることができましたし、人生に対しても視野を広げるきっかけになりました。

今回、このような素晴らしい機会をくださった日本工学アカデミー、科学技術振興機構の方々に心か

ら感謝いたします。今後も、日米先端工学シンポジウムが発展していくことを期待しております。

東日本旅客鉄道㈱鉄道事業本部’+'神匡人

この度、第７回日米先端工学シンポジウムに参加し、日米の様々な分野の技術

者と交流を深めることができ、貴重な経験をさせていただきました。私はバッテ

リーテクノロジーの分野に関わる業務を行っておりますが、その他の４テーマに

ついても、スピーカーの趣向を凝らしたプレゼンテーションにより、大変興味深

いお話を伺うことができました。その他、ポスターセッション、会食、休憩時な

ど様々な場で参加者の研究内容について多くの情報やご意見を伺い、専門分野は異なっていても技術

者としての姿勢や考え方には共通する部分も多く、大変勉強になりました。参加者の科学技術の発展

に貢献したいという意識の高さに大変刺激を受けました。最後となりましたが、このような大変貴重

な機会を与えてくださいました日本工学アカデミー、科学技術振興機構の皆様に心から感謝いたしま

すと共に、日米先端工学シンポジウムの益々の発展を祈念いたします。

EAI｢NEWSNo.1202008.2Ｍ
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は想像できない質問やコメントがあって答えに窮する点もありましたが、多面的に自身の研究を見直

すことができて今後の研究にプラスになると思います。参加する前は、若干の不安もありましたが、

三食を共にし、研究や生活のことなどを大いに語り合い、国の壁を越えてお互いを理解することがで

きて非常に思い出深いものとなりました。最後に、このような素晴らしい機会を与えていただいた日

本工学アカデミー並びに科学技術振興機構の方々への感謝とともに、本シンポジウムの益々のご発展

を心よりお祈り申し上げます。

鹿島建設㈱研究・技術開発本部永野正行

この度は、第７回Ｒ米先端工学シンポジウムに参加させて頂き、有り難うござ

いました。今回のテーマは、私の専門とは異なる分野でありましたが、人間．社

会に役立つ技術を生み出すという工学の理念は共通であり、最先端の研究成果の

拝聴や意見交流は、今後の研究活動を大いに刺激するものでありました。ポスタ

ーセッションでは国内で話題となっている長周期地震動について、カルフオルニ

アの地震環境と併せて紹介しましたが、異分野でありながら多くの方々に研究成果を熱心に聞いてい

ただき、改めて地震災害に関する関心の高さを実感いたしました。研究面だけではなく、日米の文化

の違い、教育、研究環境等を話し合う時間も多く、異文化交流を深める大変貴重な体’験でありました。

最後に、このような貴重な機会を与えて頂きました日本工学アカデミー、科学技術振興機構の皆様方

に感謝いたしますとともに、本シンポジウムの益々のご発展をお祈りいたします。

豪州工学アカデミー（ＡＴＳＥ）第３２回年次総会出席

Ｈ本電信電話㈱ＮＴＴ環境エネルギー研究所林政彦

第７回日米先端工学シンポジウムにおいて、異分野の研究者と昼夜を問わず交

流できたことは非常に刺激的な体験でした。批界の第一線で活躍されている専門

家の方々が、門外漢の我々にも研究を分かりやすく説明していただき、専門分野

や言葉は違っても研究者スピリットは、どの国でも変わらないものだと感じまし

た。また、講演後やポスターセッション時のディスカッションは、専門の学会で

1やコメントがあって答えに窮する点もありましたが、多面的に自身の研究を見直

『響、
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豪州工学アカデミー（ＡＴSE）の招請に応え、

１１月19日に西オーストラリア州のパースで開か

れた第３２回の年次総会に出席し、中原恒雄会長

からのメッセージを伝達した。2001年来の７年

連続の出席になり、バターハム、ジルマンの新

旧会長を始め、ＡＴSE幹部はその点をよく承知

していて、多くの知己と内情にまで立ち入った

本質的な議論を深めることができ、実り深い出

席であった。メッセージ伝達に先駆け、バター

ハム会長から、１０月のCAETSConvocation

(東京）の成功が報告され、出席した１００人余の

ATSE会員に感銘を与えた。

今次総会はバターハム会長の初舞台であり、

（
催

_’１．０１，１１－ ■■■回ｐ

ＷＢＡ７１ｆＷＡＢＥ岡際委員会副委員長渡辺千側／cmHzRo

保革逆転の可能性を秘めた総選挙を４日後に控

えた文字通りぴりぴりした最中の総会であり、

あらかじめ、例年とはまったく異質な、

InfOrmaldiscussionbyFellowsに30分の予定が

組まれたが、議論百出で、予定を30分もオーバ

ーした活発な議論が展開された｡議論の核心は、

①ＡＴＳＥのプライオリティ研究（Climate，

Education,Energy,Water）と連邦政府プライ

オリティとのリンク、②連邦・州・民間のマル

ティファンド導入方針、③ClimateChangeに

対するＡＴSEの基本姿勢、④新メンバー選出プ

ロセスの透明性、に集約される。

シンガポールでの会議を経て２４日に帰国し



て、総選挙の結果を知った。親しいＡＴＳＥの知

己の予想とおおむね合致するところであるが、

50歳のラッド党首率いる労働党が１１年ぶりに政

権を奪回することとなった｡親米路線を機軸に、

情報化社会に即応して異例な長期にわたる景気

持続を実現したハワード首相は、自らが｢刺客」

に敗北する結果となった。

新政権は、①京都議定書の批准、②中国への

接近、③米国・日本との関係の微妙な変化、

を予想させる。ＡＴSE年次総会での異常なほど

の活発なInfOrmaldiscussionは、これを見越

してのことだとの感を遥し<した。年次総会に

は、中国科学アカデミーから李静海副会長も

出席して、広範なアカデミー外交の一端を顕示

した。

鯵 賀詞交歓会

恒例の新春賀詞交歓会は、１月１６日正午より

例年通り虎ノ門パストラルにおいて開催され

た。やや肌寒い冬の好天に恵まれ、日本工学ア

カデミーの21周年目を迎えることができた。豊

田章一郎会員をはじめ120紫Iにご参加いただい

たが、本年は新会員も１０名と例年にない大勢に

ご参加いただいた。

まず、中原恒雄会長から「CAETS総会と国

際シンポジウムを成功裡に終了し、今年はEAJ

の使命を確認し、共同して行動を起こし、社会

や政府に貢献することに注力する」とご挨拶が

あった。西津潤一名誉会長（2008年１月から

CAETSPastPresident）から「工学ば『工』

の字に示されるように、天の資源と技術を地た

る人間と自然に役立てる役目を担う」と力強い

ご挨拶があった。続いて岡村綿吾最高顧問のご

発声により杯を酌み交わし宴が始まり、和やか

に歓談が進んだ。
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昨年のＡＴSE年次総会では、中原・ジルマン

両会長の間で、ＥＡＯ（EastAsiaandOceania）

リンクとも言うべき工学アカデミーの東アジ

ア・オセアニアリンクが議論されたが、この１

週間に垣間見たＡＴSE内情・政権交代の潮目．

あつかましいまでの中国外交、いずれもＥＡＪの

ＥＡＯリンクを新たな視点で考えなければなら

ないとの感を深めさせるものであった。

2008年の第33回年次総会は、2008年11月16日

(11）にメルボルンで開かれることとなった。

労働党新政権を相手とした新たな対連邦政府戦

略、中国との関係の更なる深化等の巾での、２

年||を迎えるバターハム会長下のＡＴSEの新機

Il1lllが注目される。

ー‐ 四四画画■ロロ

ゾIﾉＶＥｙＡＫＺﾉ7V０事務局長玖野峰也／〃

中原会長西津名誉会長岡村最高顧浩

~画則
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鯵紙上ﾌｵーﾗﾑﾙｱﾒﾀﾙと希少金周 －１１Ｂｉｌｉ-１m君怪

東京大学生産技術研究所所長前仔｜正史／AfAsAFUMﾉﾉwlEDA

レアとはrare、あまり普通にはない、という

意味である。ＯＥＤ（オックスフォード英語大辞

典）によればラテン語のrarusが語源だそうで

ある。ちなみに肉のrareも綴りは同じだが、こ

ちらは今は使われていないrear（半分調理、半

熟卵、という意味）から１８世紀に派生したそう

である。

レアメタルの定義やその由来については、C

Hampelによる定義が重要であるが文献に譲る

(RareMetalsHandbook:ｅｄＣ・AHampel，

ReinholdPublishingCo.,1954,NewYork)。最

近、米国では、specialitychemicals（特殊化学

製品）の派生語として、specialitymetals（特

殊金属）という言葉も使われつつある。一方、

汎月1金属はコモンメタルと呼ばれる。

図を見てもらいたい。横軸はいわゆるクラー

ク数を修正したものであり、縦軸に年間の消費

量をとってある。希少金属としては白金、１，，

Ｗなどが表示してある。図のこころは、「同じ

地殻存在量でも使川量がそれぞれの金属で異な

る」ということである。なぜなら、まずは役に

立たないものは使わない、作りにくいものは使

わない、値段の高いものは使わない、からであ

る。古代から使われているものとして、貴金属

と銅、亜鉛、鉛などがある。

チタンやアルミニウムは、資源は豊富である

ものの、酸化物がきわめて安定で、炭素還元で

は製造できず、電気エネルギーが工業的に利用

できるまで材料とはならなかった。アルミニウ

ムは炭素と酸素の溶解度が少なく、“レアメタ

ル'，のチタンに比べると容易に純金属を得られ

る。したがって、コモンメタルの範嬬に入って

いる。しかし、チタンの鉱石は鉄やウランと混

ざっており、鉄を取り外すのにエネルギーが要

るし、ウランは取ったあとの処理が難しいとい

う意味で“レア”メタル、エネルギーと費用が

かかるという意味での“レア”メタルでもある。

一方、希少性が話題のインジウム(I､)は、亜

鉛の副産物で、これまで用途もなく使いようが

なかった。しかし、液晶パネルなどの透明電極

に使われるようになってから、市場において不

足する事態になっているが、そもそも亜鉛の市

場が日本では消費量と生産量がほぼ桔抗してい

るため、亜鉛は増産の必要がなかった。インジ

ウムが高騰したからといっても元々の含有量は

インジウム鉱石としてはあまりに低いことから、

"レア”メタルである。その意味で工程スクラッ

プのリサイクル技術の確立はきわめて重要で、

工場で使われるスパッタ材料などのリサイクル

Ｆﾆｮ
ﾄ里

凶
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『 いずれの元素も容易に金属に

することができるし、加工も

容易である。銅は地球上に普

遍的に存在した。優良な銅鉱

石は我が国にも多く、江戸時

代は世界最大の産銅国であっ

た。しかし、コモンと言われ

ていた銅は、我が国ももちろ

ん、西ヨーロッパの優良鉱石

はすでに取り尽くし、今とな

っては北米の一部と南米に偏

在し、しかも多く使われるこ

とにより資源の損耗が早い。

使用量が多いため、資源が少

なくなる、つまり今となって

は“レア”なメタルである。

[図］ゴールドシュミットの分類

-２－１０１２３４５６

１ogClarkeNumber(ppm）

-.1

ｏＴ１ｌ::M:１，剛::：

恥
Ｃ
ｏ
ｏ

８
７
６
５
４
３
２
１
０

匡
ｏ
－
ａ
Ｅ
。
の
瞳
。
○
一
両
．
匡
匡
く
く
こ
。
〕
）
』
噂
）
一

Ｓ＝ＭﾉＴ＝３０yea〔ｓ

Ｓ＝Ｍバー１０００yea｢ｓ

Ｓ＝Ｍ/Ｔ＝３xlO4yo3rs

ＧｒｏｕｐｅＩＩＴ＝３ｘｌＯ３Ｃ
ＧｍＵｏｅＩｌｌＴ＝１ｘｌＯ宮ｃI､ダｏ

巳

【
も



を確立できた段階で、量的には安定的に担‘保で

きる可能性がある。少なくとも1,輪出国からの

攻撃に耐える戦略は立てうると考えられる。

また、Ｄｙに代表される希士類元素の中のご

く一部も、重要な戦略物質である。希土類金属

のうちランタン族は化学的に似通った性質を持

つ元素のグループである。鉱物的に希土類元素

は混合物として得られ、必ずある分布をもって

存在する。そこが課題となる。化学的には類似

ということは､分離しにくいということであり、

"レア”メタルである。しかし、物理的には原

子核の構造が異なれば磁気的性質に及ぼす影響

は大きい。Ｄｙは超強力磁石であるFe-Nd-B系磁

石の高温における保持力を担保するために有効

であり、現在の磁石の経済的な製造には必須で

ある。

やや散漫なレアメタル談義を書いたが、厳格

な意味づけをしていない言葉による論理の構築

はお互いにあいまいさを容認しながら結論を出

すことがあり、きわめて危険（井上ひさし；

ＮＨＫ100年インタビュー,20081.04）である。

"レアメタル”はまさにそれにあたる。全ての

言語は普遍的であり個性的である（大江健三

郎,2007.11,ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ､asahi・ｃｏｍ/sympo/07

1203/02.html）ので、英語を[|本語（カタカナ）

にしたとき、各人が考える“レア'，メタルと

"レアメタル”が混在した。定義不十分な外来

語を混合して意味不明にするのは言語(意味)の

普遍性を失わせる不幸なことである。今後の資

源戦略には、厳密な言葉遣いによる政策提言を

ぜひお順いしたい。

[第１分野］
おざわまもる

小窪守

力､とうこうじ

ｶﾛ藤康司

しらとりまさき

白鳥正樹

‘

＃

新入正会員のご紹介

広報委員会では、より親しみのもてる紙面づくりを目指して、
新入正会員ご自身から資料提供していただいております。

（2007年１１月入会者）

関西大学システム理工学部長｡教授（機械工学科）

1950年兵庫県生まれ。大阪大学大学院工学研究科機械工学専攻博士課程修

了。大阪大学助手、神戸大学助手、同助教授、関西大学助教授を経て1994

年より現職。専門は熱工学、混相流工学など。日本機械学会フェロー。

日本大学工学部教授（機械工学科）

山形県天童市出身。東北大学工学部1966年卒業。同大学院博士課程修了。

工学博士。同大において助手、助教授、教授。2007年名誉教授。2007年４

月より日本大学工学部教授。専門は機械工学とトライボロジー。日本機

械学会会員及びフエロー、日本トライボロジー学会会員及び会長（2006

年～2008年)。スウェーデン王立工学科学アカデミー外国会員。

横浜国立大学大学院工学研究院教授･附属図書館長

1942年東京都生まれ。東京大学大学院工学研究科精密機械工学専攻博士

課程修了。横浜国立大学講師、同助教授を経て、1984年同教授。2006年

より附属図書館長。専門は材料力学、材料強度学、計算力学など。日本
機械学会フェロー。
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[第２分野］
いぶかまこと

井深丹

力､わかみじゅんぞう

lll上潤三

花けだえいじ

武田英次

ふくながやすし

福永泰

[第３分野］
かみもとまさゆき

ﾈ申本正行

こじましんぺい

児|鴫＃三ﾐ平

Ｆ･曽虻頚

１

タマテイーエルオー㈱代表取締役社長

1936年青森県生まれ。東京大学工学部卒業、㈱横河電機製作所入社Ｑ分

析機器、精密磁気計測器の研究開発に従事。取締役技術開発部門長、眺

横河総合研究所社長を経て、2000年より現職。広域TLOとして技術移転、

産学連携事業に従事。IEEEFellowo工学博士ｃ

㈱日立製作所代表執行役執行役副社長

1944年宮城県生まれ。東京大学大学院工学系研究科電気工学専門課程博

士課程修了。東京大学講師、助教授。㈱|｣立製作所日立研究所所長。自

動車機器事業グループCTO･㈱トキコ社長を経て、日立製作所研究開発

本部長を経て現職。工学蝉士。ＩＥＥＥフェロー。

㈱日立製作所執行役常務研究開発本部長兼半導体業務本部長

1949年大分県生まれ。1975年東京大学大学院（物理工学）修了、㈱日立

製作所入社。中央研究所にて半導体デバイスの研究開発に従事。中央研

究所長、㈱日立超LSIシステムズ社長等を経て2007年より現職。ＩＥＥＥフ

ェロー、電子情報通信学会、応用物理学会フェロー。工学博士。

㈱日立製作所中央研究所所腫

1950年兵庫県生まれ。1975年京都大学工学部卒業、同年㈱口立製作所入

社、日立研究所で情報制御、ヒューマンマシンインターフェースに関す

る研究開発に従事。2003年|｣立研究所所長、2005年中央研究所所長。電

気学会会員、情報処理学会会員。

(独)産業技術総合研究所研究コーデイネータ（環境･エネルギー拠当）

1948年富山県生まれ。1975年東京大学大学院工学系研究科原子力工学専

攻博士課程修了。工学博士。電子技術総合研究所エネルギー部長、同所

次長、産業技術総合研究所企画本部副本部長を経て、2003年より現職。

専門はエネルギー技術および熱測定。

(財)大阪科学技術センター職間

1936年京都市生まれ。1959年京都大学工学部工業化学科卒業。京都大学

教養部教授、総合人間学部長。1997年福井大学長。2004年～2007年国立

大学法人福井大学長。2007年７月より現職。専門は有機金属化学。日本化

学会，有機合成化学協会・日本原子力学会会員。
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理研BSI一トヨタ連携センターセンター長

1965年東京大学工学部計数工学科卒業、1970年同大学院工学系研究科博

士課程修了、工学博士。同年、大阪大学基礎工学部助手、講師、助教授

を経て1987年同工学部教授、1995年東京大学工学部教授、2003年より理

化学研究所に勤務。専門は制御工学、生物制御。

[第４分野］
こまつとしみつ

小松利光 九州大学大学院工学研究院教授（環境都市部門）

1948年大分県生まれ。1975年九州大学大学院工学研究科水工土木学専攻

博士課程修了。九州大学工学部助教授を経て1991年から現職。専門は環

境水理学、特に水環境の再生、環境と防災の融合。日本学術会議連携会

員、日本学術振興会専門研究員。

きむらひでのり

木ホオ英日

鰻
賢可ユ苔９

一
鱗

[第６分野］
おのあきら

小野晃 (独)産業技術総合研究所理事

1946年東京都生まれ。1969年東京大学理学部物理学科卒業、1974年同大

学院博士課程修了、理学博士。同年工業技術院計量研究所入所。計量標

準、宇宙リモートセンシング、ナノテクノロジー標準化、学術誌シンセ

シオロジーの刊行等に従事。計測自動制御学会会員。

『

「

~↑
』

住友電気工業㈱技師長

1947年生まれ。東京大学工学部卒業後、通商産業省入省。第一期科学技

術基本計画策定への参、、技術政策および情報政策担当審議官等を歴任

し、2002年(独)産業技術総合研究所に移籍。企而本部長として法人経営
を統括、産総研モデルを構築。2007年住友電気工業㈱へ転籍。
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さかくらしようご

坂倉省吾 (財）日本規格協会顧問

1935年東京都生まれ。1959年東京大学工学部機械工学科卒業。同年通商

産業省入省。1988年退官（大臣官房審議官）後、㈱パスコ入社。1997年

退社(副社長)。1997年～2000年(財)海外技術者研修協会副会長。2000年
～2005年(財）日本規格協会理事長。工学.博士。

鍾、

東北大学金属材料研究所長･教授

1946年京都市生まれ。京都大学大学院工学研究科冶金学専攻博士課程修

了、工学博士。1975年富士通㈱入社、㈱富士通研究所に配属。1995年;研

究部長。1998年東北大学金属材料研究所教授、2006年同研究所長。半導

体結晶成長、太陽電池用Si結晶、結晶レンズの研究に従事。

なかじま力'ずお

中嶋一雄

よしかいまさのり

吉海正憲
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[第７分野］
とのむらあきら

ﾀﾄ村彰 ㈱日立製作所フェロー

1942年生まれ。東京大学理学部卒業。理学･博士、工学博士。㈱日立製作

所フェロー。（独)理化学研究所グループディレクター及び(独)沖縄科学

技術研究基盤整備機描代表研究者を併任。電子顕微鏡の研究に従事。米

国科学アカデミー外国人会員、日本学士院会員、’1本学術会議会員。

ＩＲｐＥｒ，Ｄｎｎハ塵『ロｒ，Ｒｉ
ｌｐｕｒＬ虫ｐＥｐＶｐＲｐｐｋ画《４，k､’

粟野誠一会員

'二|本大学名誉教授
2007年９月４日逝去９６歳

粟野誠一先生は1934年３月に東京帝国大学工

学部機械工学科を卒業され、同年４月には東京

帝国大学航空研究所嘱託となられて、1939年４

月から東京帝国大学助教授で東京帝国大学航

空研究所員となられ、航空研究所員は1945年

１２月まで、東京帝国大学助教授は1946年３月ま

で勤められています。航空研究所では、１９３８

年５月に周回航続距離世界記録を樹立した航研

機、太平洋戦争中の1944年７月に再度、周回航

慶伊富長会員

東京工業大学名誉教授
北陸先聯|学棚大学院大学名誉教授
2007年９月20日逝去８６歳

慶伊.富長先生は人正９年北海道に生まれ、

昭和20年九州帝国大学理学部化学科を卒業、

同年北海道帝国大学理学部副手、助手、助教

授を経て、昭和32年東京工業大学助教授、昭

和35年同大学教授に昇任されました。専門は

触媒化学、反応速度論で、とくに｜~チーグ

ラ．ナッタ触媒によるオレフイン重合の速度

論的研究」は|玉|際的に高い評価を得たもので

あり、研究成果は２冊の英文書としてまとめ

られております。

昭和56年東京工業大学定年後も、沼津工業

続距離枇界記録を樹立したA-26のエンジンの

開発などを担当されています。

1947年１月には||本大学工学部教授に就任さ

れ、航空研究所時代の同僚の木村秀政先生を

日本大学に誘われて、後の人力飛行機の開発

に到る飛行機開発の輝ける道を作られていま

す。1980年にはｎ本大学を定年退職され名誉

教授になられ、1981年には(財)天野工業技術

研究所の理事長に就任されて1987年まで勤め

られ、その後は理事、1998年からご逝去され

るまで評議員を務められています。謹んでご

冥福をお祈り申し上げます。

（会員筒井康賢）

高等専門学校校長、国立高専協会会長を勤め

られ、さらに、先端科学技術大学院大学の構

想の術築と設立に尽力されました。北陸先端

科学技術大学院大学学長として、教育の第一

線に立って活躍され、高等教育の分野でも、

｢大学設置基準の研究』や「大学評価の研究』な

どの著書を著されました。

以上のとおり、慶伊･先生は卓越した独創性

と実践力を教育研究に発揮し、国際的業績を

挙げるとともに後進の指導・育成に尽力し、

我が同の学術及び科学振興に多大な貢献をさ

れました。その功績に対し、勲二等旭日重光

章を受章されておられます。

偉大な先生のご冥福を心よりお祈り申し上

げます。

（東京工業大学理事・副学長大倉一郎）
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高松武一郎会員

京都大学名誉教授

2007年10月６日逝去８２歳

高松武一郎先生は大正14年福井県に生まれ、

昭和22年京都帝国大学工学部化学機械学科を卒

業され、特別研究生、工学部講師、工学研究所

助教授を経て、昭和34年京都大学]~:学研究所教

授に就任された。その後、昭和36年から63年ま

で工学部教授として、また平成７年まで関西大

学工学部教授として、化学工学に関する教育、

研究に従事された。

先生は、従来解析が中心であった化学工学研

究に、プロセスの合成や対象の動的な扱いに

関する方法論の構築を目的とした新たな学問

体系である「プロセスシステムエ学」の必要

性を提示され、この研究分野の創始者として

一貫してその教育、研究に尽力され、多くの

人材を輩出された。また、学外においては、

化学工学協会（現化学工学会）会長、日本自

動制御協会（現システム制御情報学会）会長

などの要職を臓任された。これら一連の教育

研究活動、学会活動により、平成16年瑞宝中

綬章を受けられた。

先生のご冥福を心からお祈り申し上げます。

（京都大学教授長谷部伸治）
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編 集後記るがlrilじ意味である。

収敏技術は、かつて芸術、技術、科学、文化

収赦技術（ConvergingTechnologies）というのマクロなホーリズムとして学術の収敏が起き

｜言葉を最近よく耳にする。そもそもは、ＮＳＦお

よび米国商務省が2001年に開催した専門家会議

に端を発するもので、2002年に『Convergmg

TechnologiesforlmprovinglIumanPerfor‐

ｌｍａｎｃｅ(人間能力改善のための収赦技術)ｊなる
，報告書が上梓され、2006年には、『Managing

‘Nano-Bio-Info-CognoInnovations：Convergmg

TechnologieslnSociety（ナノーバイオー情報一

，認知イノベーションの有効利用：社会における

収敏技術)』が出版されるなど大きな流れとなり

つつある。収赦技術とは、ナノーバイオー情報-認

知（ＮBIC）の４分野の科学技術共同研究による

シナジー効果をいう。このことから、「NBIC

Convergence（NBIC収敏)」なる川滞も使われ

ている。なお、ＮBICのかわりにGNR（Genetics，

NanotechnologyandRobotics）を使うこともあ
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